
いなべ総合学園高等学校 福祉科目系列 授業報告 

月一連載 いな総の福祉  

 

 

 

 

 

 

 

 

青空に夏の雲が広がり、毎日暑い日が続いています。 

いなべの福祉も 7 月 25 日（水）に行われる 

「三重県介護技術コンテスト」に向けて、熱い気持ちを 

もって練習を行っています。 

三重県介護技術コンテストとは、三重県の福祉を 

学ぶ高校生が、介護の知識や技術を競う大会です。3 人 1 

チームとして出場し、そのうち 2 人が介護を行い、 

1 人はアシスタントとして、介護する２人をサポートします。 

競技（当日提示された課題にそって介護を行う）7 分、 

アピールタイム（何を大切にして介護を行ったかなどを伝える） 

2 分の計 9 分間の内容で順位が決定します。 

競技時間の合計が 9 分だと、短いように感じますが、 

その中に、生徒たちの知識や技術が凝縮されており、毎年熱戦 

が繰り広げられています。4 回目となる今年は、伊勢市にある 

明野高等学校で行われます。 

いなべの福祉では、年度当初から介護技術コンテストに向けて、練習を積み重ね、7 月か

らは本番さながらの練習を行っています。今年度に入って初めて福祉を学んでいる生徒た

ちですが、着実に力をつけています。介護コンテストでは、自分たちらしい介護の心と技

を存分に発揮し、同じ福祉を学ぶ高校生たちと切磋琢磨しながら、自分自身の成長につな

げていってもらえれば、と思っています。 

 

 

 

 

 

 

生徒たちの創意工夫をこらしたきらりと光る対応

も見られました！ 
外部講師の施設の方が見守る中、本番さながらの練習 


